
【松江市地域公共交通網形成計画　進捗管理一覧表】■基本方針大項目：Ⅱ　持続性確保

主体 支援

①
市街地・近郊地域
の公共交通運行体
制の検討

■路線バスの運行体制のあり方
　の検討

・松江市の人口規模と路線バスの利用動向、バ
　ス事業者の収支状況等（現状および将来展望）
　をふまえ、中長期を見据えた、松江市におけ
　る路線バスの運行体制のあり方について検討
　を行う

△
バス
行政

－
未検討

×

・未検討
　＊各事業者ともに、ほとんど全ての路線で収支は赤字であり、経営状況は極めて
　　厳しい状況
　＊バス業界の人手不足の影響により、路線の将来的な維持は難しい状況
　　＜路線バスに対する運行補助金額（H２９）＞
　　　市営バス：170,519千円（レイクラインを含まず）
　　　一畑バス： 67,479千円（国・県補助金を含む）

■コミュニティバスの運行のあ
　り方の検討・改善

・コミュニティバスの各運行地域ごとの現状お
　よび将来動向をふまえ、中長期を見据えたコ
　ミュニティバスの運行のあり方について検討
　を行い、改善を図るとともに、契約形態など
　の見直しを行い、財政支出の削減を図る

○ 行政 －
検討中

△

・未検討
　＊バス業界の人手不足の影響により、複数の地区で運行業務の入札に不落が発生
　＊コミュニティバスの運行状況
　　　＜運行形態および地域＞
　　　　・4条運行　：大野、秋鹿、古江、本庄･持田、忌部、鹿島、島根、八束
　　　　・78条運行：美保関、八雲、玉湯（市立病院線は4条）、宍道、東出雲
　　　＜運行経費（H29）＞
　　　　・13地区合計：193,077千円

■継続運行基準に基づくコミュ
　ニティバス運行の検証の継続

・松江市コミュニティバス継続運行基準に基づ
　き、地域ごとに運行継続に関する検証を引き
　続き実施し、検証結果に応じた適切な対応を
　行う

◎
行政
市民

－
実施

○

・地域の需要に応じた効果的な運行を実施することを目的に、継続運行基準を設定し、
　利用実態に応じた路線、ダイヤ、運行形態等の継続的な見直しを実施
　＜主な継続運行基準値＞
　　①1便あたりの平均利用者数（2人以上／2人未満）
　　②年間利用者数（各地域の近年の実績をもとに設定）
　　※利用実績と基準値とを比較し、維持・拡大・縮小等の見直しを実施

■他モードの移動手段の活用・
　連携

・郊外地域の移動手段の確保・向上の手法とし
　て、貸切バスやタクシーなど、他モードの交
　通手段の有効活用を図る

○
行政
ﾀｸｼｰ

－
検討中

△

・検討中
　＊タクシー、バス業界の人手不足により、現状では実施困難
　＊タクシー事業者の現況（H30.4）
　　・一般乗用旅客自動車運送事業
　　　　松江市内許可事業者：25事業者　保有台数計：472台
　＊貸切バス事業者の現況（H30.5）
　　・一般貸切旅客自動車運送事業
　　　　松江市内許可事業者：12事業者　保有台数計：112台

■共助による移動手段の導入の
　検討

・公共交通の利便性が低い地域や、将来的に低
　くなる可能性がある地域における移動手段を
　確保する方法として、自治会・ＮＰＯ等が主
　体となった、共助による移動手段の導入の可
　能性について検討を行う
・市民アンケートの結果等をふまえ、地域の意
　識や意向等を確認しながら、状況に応じて地
　元関係者とともに具体的な検討を行う

△
行政
市民

－
検討中

△

・検討中
　＊自治会輸送について、導入に向けて制度の研究したいという地区がある

【参考】
　＊コミュニティバスの利用者数
　　　　H27：209,760人　H28：200,848人　H29：203,114人
　＊コミュニティバスの1便あたり平均乗車人数
　　　　H27：2.17人　　　H28：2.11人　　　H29：2.16人

③
新たな収入源の検
討

■新たな収入源の検討

・運賃収入に加えて、客貨混載などの手法によ
　る旅客運送外の収入源の確保について検討を
　行う

○

バス
企業
行政
市民

－
検討中

△

・貨客混載についてバス事業者と運送業者等で検討を行ったが、運送区間などの
　条件等が折り合わない状況

④
地域公共交通再編
実施計画の策定

■地域公共交通再編実施計画の
　策定

・持続可能な公共交通網形成に向け、本計画に
　基づき、地域公共交通再編実施計画を策定す
　る

○
行政
バス

－
未検討

×

・未検討 路線再編に向けて現状分析及び情報収集を行う

事業者の状況を見ながら、必要に応じて検討

事業者の状況を見ながら、必要に応じて検討

(1)

中長期を見据
えた、持続可
能な公共交通
運行体制の検
討

郊外地域の公共交
通運行体制の検討

②

引き続き実施

事業者の状況を見ながら、必要に応じて検討

住民団体等と協議を進めるとともに、情報収集
を行う

引き続き検討

実施状況・現状 今後の予定中項目 小項目 具体の施策項目 実施方針・実施内容
実
現
性

役割分担

〔実現性〕◎：すぐに実施可能 ○：条件がクリアされれば実施可能 △：中長期的課題


